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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年5月28日(2009.5.28)

【公開番号】特開2007-286117(P2007-286117A)
【公開日】平成19年11月1日(2007.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2007-042
【出願番号】特願2006-110001(P2006-110001)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/14     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ３０３　
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３７２　
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月10日(2009.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調整値記憶手段に記憶された複数の調整値に基づき、画像品位を一定に保つために、あ
らかじめ決められた調整タイミングで各種パラメータの調整を行う調整モードを有する画
像形成装置において、
　ジョブ中に調整タイミングが発生するかどうかを判断する調整タイミング発生判断手段
と、
　前記調整タイミング発生判断手段の判断結果に応じて、前記調整値記憶手段の記憶内容
に従って前記調整タイミングにおける調整値を予測し、予測される前記調整値により簡易
調整を実施する簡易調整実施手段と、
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記簡易調整を行うかどうかをユーザが選択可能な選択手段を備えることを特徴とする
請求項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
　ジョブ終了かどうかを判断するジョブ終了判断手段と、
　前記ジョブ終了判断手段により、ジョブが終了したと判断された場合、前記簡易調整が
実施されたかどうか判断する簡易調整実施判断手段と、
　前記簡易調整が実施された場合、正規調整を実施する正規調整実施手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記正規調整実施手段による前記正規調整中にジョブの入力があるかどうか判断するジ
ョブ入力判断手段と、
　ジョブ入力がある場合、前記正規調整を中断する正規調整中断手段と、
　ジョブ入力がなく前記正規調整が終了した場合、前記調整値記憶手段のレジスタ値を更
新するレジスタ値更新手段と、
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　を備えることを特徴とする請求項３記載の画像形成装置。
【請求項５】
　調整値記憶手段に記憶された複数の調整値に基づき、画像品位を一定に保つために、あ
らかじめ決められた調整タイミングで各種パラメータの調整を行う調整モードを有する画
像形成装置の画像形成方法において、
　ジョブ中に調整タイミングが発生するかどうかを判断する調整タイミング発生判断ステ
ップと、
　前記調整タイミング発生判断ステップにおける判断結果に応じて、前記調整値記憶手段
の記憶内容に従って前記調整タイミングにおける調整値を予測し、予測される前記調整値
により簡易調整を実施する簡易調整実施ステップと、
　を備えることを特徴とする画像形成方法。
【請求項６】
　ジョブ終了かどうかを判断するジョブ終了判断ステップと、
　前記ジョブ終了判断ステップにより、ジョブが終了したと判断された場合、前記簡易調
整が実施されたかどうか判断する簡易調整実施判断ステップと、
　前記簡易調整が実施された場合、正規調整を実施する正規調整実施ステップと、
　を備えることを特徴とする請求項５記載の画像形成方法。
【請求項７】
　前記正規調整実施ステップによる前記正規調整中にジョブの入力があるかどうか判断す
るジョブ入力判断ステップと、
　ジョブ入力がある場合、前記正規調整を中断する正規調整中断ステップと、
　ジョブ入力がなく前記正規調整が終了した場合、前記調整値記憶手段のレジスタ値を更
新するレジスタ値更新ステップと、
　を備えることを特徴とする請求項６記載の画像形成方法。
【請求項８】
　調整値記憶手段に記憶された複数の調整値に基づき、画像品位を一定に保つために、あ
らかじめ決められた調整タイミングで各種パラメータの調整を行う調整モードを有する画
像形成装置の画像形成プログラムにおいて、
　ジョブ中に調整タイミングが発生するかどうかを判断する調整タイミング発生判断モジ
ュールと、
　前記調整タイミング発生判断モジュールの判断結果に応じて、前記調整値記憶手段の記
憶内容に従って前記調整タイミングにおける調整値を予測し、予測される前記調整値によ
り簡易調整を実施する簡易調整実施モジュールと、
　をコンピュータに実行させることを特徴とする画像形成プログラム。
【請求項９】
　請求項８記載の画像形成プログラムを格納するコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　更に、コピー枚数を計測し、コピージョブ終了時に、次のジョブを開始したとき、ジョ
ブ中に調整モードに入ると予測される場合には、調整を実行してコピー枚数の計測値をク
リアする技術も提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００４－３４７６６６号公報
【特許文献２】特開２００４－１４２２５０号公報
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　図１において、画像形成装置は、画像読み取り装置１Ｒと画像出力装置１Ｐとから構成
されている。以下、その構成を、必要に応じて動作と併せて説明する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　感光体１１の機械的取り付け誤差及び露光部１３によって発生するレーザービーム光の
光路長誤差、光路変化等の理由により、感光体１１上で形成された画像のレジストレーシ
ョンにずれが生じる。このずれを検知して補正するために、レジストセンサ６０が設けら
れている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　新たに図３を用いて説明した調整が行われると、図２のＣＰＵ２０１は、ｎ領域の調整
値を（ｎ－１）の領域に、（ｎ－１）領域の調整値を（ｎ－２）の領域に上書きした後、
ｎ領域に新たな調整値を上書きする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　図５は、露光部１３のレーザ素子に流す電流値でレーザパワー（レーザー光量）を予測
している。例えば、Ｙのレーザパワーについて説明すると、（ｎ－２）の電流値は３０ｍ
Ａ、（ｎ－１）の電流値は３３ｍＡ、ｎの電流値は３６ｍＡだったので、今回予測される
値は３９ｍＡとする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　同様に、Ｍのレーザパワーは３０ｍＡ、Ｃ及びＫのレーザパワーは１５ｍＡと予測され
る。予測された予測値は、レーザドライバ２０７に具備されているレジスタに書き込みさ
れると同時にＥＥＰＲＯＭ２０４のｎ領域に予測値を書き込む。書き込みを行う前のｎ領
域のレジスタ値は（ｎ－１）領域に、（ｎ－１）領域のレジスタ値は（ｎ－２）領域のレ
ジスタ値に更新されている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】



(4) JP 2007-286117 A5 2009.5.28

【図２】
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